予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費
	事業名: 上下流交流推進事業費　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　


環境生活部　清流の国ぎふづくり推進課

清流の国づくり県民運動係　電話番号：058-272-1111（内2697）

E-mail：c11265@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額： 9,000千円（前年度予算額： 9,000千円）
	要求内容


	１　要求の内容


上下流域の住民が、森川海のつながりや相互の自然環境等に理解を深め、自然と積極的に関わる姿勢や環境保全意識を育むことを目的とした上下流交流ツアーを実施します。

＜ツアーコース＞

県内の主要河川流域を上下流に辿りながら森・川・海へと向かい、現地のＮＰＯ等が指導者となって、上流域又は下流域ならではの自然体験や環境学習、環境保全活動などのプログラムを親子で体験する。
＜主なプログラム＞
自然体験活動：川遊び、森・川・海の生き物観察、カヌー体験、ウォーキング
環境保全活動：森林での間伐体験、川や海の清掃活動、外来種駆除活動
その他の活動：郷土料理づくり、水と暮らす町並散策
	２　所要経費


（1） 上下流交流ツアーの実施　9,000千円
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	9,000
	0
	0
	0
	0
	0
	9,000
	0
	0

	要求額
	9,000
	0
	0
	0
	0
	0
	9,000
	0
	0

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事務事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのようにしたいのか

上下流域の住民（特に次世代を担う子どもたち）が、森川海での様々な体験・活動を通じて流域の自然環境等に対する理解を深め、環境保全意識を育みます。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	ツアーの実施回数
	　－　回
（H23）
	17回

（H24）
	
	17回

(H24)
	75回

(H28)
	22.7％

	参加者数（募集定員の60%以上）
	－　人
（H23）
	430人

(H24)
	
	430人

(H24)
	1,800人

 (H28)
	23.9％


○指標を設定することができない場合の理由

	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
夏ツアー：7月中旬から9月上旬にかけて11回実施し、306人が参加。
秋ツアー：10月下旬から11月中旬にかけて4回実施し、81人が参加。
他：9月、12月に2回実施し、43人が参加。


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
＜実施回数＞　17回
＜申込者数＞　652人　　＜参加者数＞　430人
＜参加者の評価と声＞（参加した保護者による5段階評価の集計）

大変満足35.5％　満足56.1％　普通7.7％　やや不満0.6％　不満0％
・ツアーの主旨が自然・環境であることを意識でき、親子で良い時間を過ごせた。

・親子で自然体験等を共有することができて、貴重な時間を過ごせた。
・自然の少ないところで生活しており、自然に触れる体験はとても貴重。
・自然環境を守ることの大切さ、厳しさを学べ、家でも話し合う良い機会となった。

・ゴミ拾いで環境保全に役立てて良かった。プライベートの行楽でも実行したい。
・川での体験により、家族で川の楽しさや大切さに気付く機会となった。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	（評価）

○
	「清流の国ぎふづくり」の推進には、流域住民の環境保全への理解と参加が不可欠である。特に、次世代を担う子どもたちに流域の自然と触れ合う機会を提供し、森川海の持つ様々な魅力や公益的機能、環境保全への理解を深めていくことが重要である。

	・事業の有効性（指標の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：期待した効果がある、△：一定の効果がある、×：期待した成果がほとんどない

	（評価）

○
	申込者数、参加者数の状況から当事業に対するニーズはあり、参加者の評価や意見を踏まえ、期待した効果があると言える。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある、×：効率化が図られていない

	(評価)

○
	公募型プロポーザルにより事業者からの企画提案を採用することで、事業者や連携するＮＰＯ等のノウハウを活かしたツアー造成、効果的な募集を可能としており、加えて、参加費の徴収や最少催行人員の設定などを行うことで、事業の効率化を図っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
現在のツアーは広く一般向けの内容となっているが、参加者の環境保全に対する関心度や年齢、体力が様々であることが分かった。今後は、参加者や指導者となったＮＰＯ等の意見を踏まえ、環境保全活動等を重視したプログラムや対象年齢の絞り込み、時間等を必要とするプログラムなど、コース設定や催行人員にバリエーションを持たせることや、それに合わせた募集方法の最適化などを検討していく必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
森川海が一体となった県民の環境保全意識の醸成や「清流の国ぎふづくり」を担う人づくりにつながる取組として、県内外のＮＰＯ等や流域自治体との連携とツアー内容の充実を図り、引き続き事業を行う。


